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研究成果の概要 

カルボキシ基、リン酸基、硫酸基等の酸性官能基は、タンパク質、核酸、糖類等、多様な生体分子に含

まれることから、その修飾技術は生体分子の検出、生理活性や局在性の制御に有用であり、高い需要が

見込まれる。生体分子の多くは水溶性で、その修飾は水溶液中で行うことが求められるが、水溶液中で

の酸性官能基修飾技術は未発達であり、本研究ではそのための技術開発に取り組んでいる。2024 年度

は前年度に開発したアミノシクロブテンジオンを用いて水溶液中でカルボキシ基を修飾する光反応を

発展させ、カルボキシ基よりも一般に修飾が困難なリン酸及び硫酸修飾技術を開発した。 まず無機リ

ン酸及び無機硫酸の修飾反応から検討を開始した。アミノシクロブテンジオンの構造及び反応条件の

検討の結果、水溶液中でアミノシクロブテンジオン骨格と無機リン酸及び無機硫酸を結合する反応の

開発に成功した。アミノシクロブテンジオンはアミノ基をもつ任意の化合物から容易に合成可能なた

め、本手法によりアミノ基をもつ任意の分子へのリン酸基および硫酸基の導入が可能となった。本手法

は非酵素的なリン酸および硫酸導入反応としては極めて温和な条件で進行するため、本手法によりこ

れまで合成できなかった有機リン酸および有機硫酸化合物の合成が可能となり、生命科学の発展に寄

与すると期待できる。今後は本成果を発展させ、有機リン酸および有機硫酸の修飾法の開発に取り組ん

でいく。本成果は国際誌 ChemEurJ誌に掲載された。  

また、申請者はシクロプロペノンの光分解により高反応性の化学種を生成する手法の開発に取り組ん

でおり、本年度は光触媒の作用でシクロプロペノンからケテンを生成しアミンのアシル化を行う手法

を開発した。本反応は光触媒を用いてケテンを生成する手法としては初の例である。本技術は光触媒を

用いる近接標識法等への活用が期待できる。本成果は国際誌 JOrgChem誌に掲載された。 
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